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雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

三
一　
（

は
じ
め
に

　

雑
誌
『
学
校
の
庭
』R

aw
ḍat al-M

adāris

は
、
一
九
世
紀
末

エ
ジ
プ
ト
の
教
育
雑
誌
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
地
域
初
の
教
育
雑
誌
と

言
わ
れ
、
一
八
七
〇
年
四
月
に
学
校
局
（D

īw
ān al-M

adāris

）

が
創
刊
し
、
一
八
七
七
年
九
月
に
予
算
削
減
の
煽
り
を
受
け
て
廃

刊
に
な
る
ま
で
、
七
年
半
に
わ
た
り
隔
週
で
発
行
さ
れ
た
［Liv-

ingston 2018: 63, 114

］。
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
副
王
イ
ス
マ
ー

イ
ー
ルIsm

āʻīl

（
在
位
一
八
六
三
～
一
八
七
九
）
は
、
近
代
化

事
業
の
一
環
と
し
て
教
育
改
革
に
注
力
し
た 

［H
unter 1998: 

186; Rāfiʻī 1948: 210

］。
一
八
六
八
年
に
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
に

よ
り
学
校
局
の
長
に
任
命
さ
れ
た
ア
リ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
クʻA

lī 
M

ubārak

（
一
八
二
四
～
一
八
九
三
（
（
（

）
は
、
伝
統
的
な
初
等
学

校
ク
ッ
タ
ー
ブ
（
（
（

を
近
代
学
校
に
再
編
す
る
こ
と
を
試
み
た
ほ
か
、

ア
ズ
ハ
ル
学
院
（
（
（

の
学
生
を
近
代
学
校
の
教
員
に
育
成
す
る
た
め
、

一
八
七
二
年
に
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
（D

ār al-ʻU
lūm

）

を
設
立
し
た 

［H
eyw

orth-D
unne 1939: 347-348, 361, 377

］。

彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
経
験
し
た
ア
ズ
ハ
ル
学
院
出
身
の
ウ
ラ

マ
ー
、
リ
フ
ァ
ー
ア
・
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ーRifāʻa Rāfiʻ al-

Ṭ ahṭ āw
ī

（
一
八
〇
一
～
一
八
七
三
（
（
（

）
を
『
学
校
の
庭
』
の
責
任

者
と
し
て
任
命
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
で
刊
行
さ
れ
た
『
学
校

の
庭
』
は
、
同
時
期
に
行
わ
れ
た
数
々
の
教
育
事
業
の
一
環
に
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、『
学
校
の
庭
』
は
宗
教
的
な
知
と
西
洋

近
代
的
な
知
の
融
合
を
目
的
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
た
と
さ
れ
る 

［K
enny 1967: 47; Livingston 2018: 55

］。
そ
の
理
由
を

一
三

雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た

　
　
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

薮

内

彩

季



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

三
二　
（

Y
ousef 

［2008: 112, 113, 124-125

］ 

は
、『
学
校
の
庭
』
の
編

集
者
と
執
筆
者
が
、
知
識
（
イ
ル
ムʻilm

）
を
近
代
的
か
伝
統
的

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
エ
ジ
プ
ト
か
、
世
俗
的
か
宗
教
的
か
分
類
す

る
こ
と
な
く
、
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が
社
会

の
改
善
に
重
要
と
考
え
て
い
た
た
め
と
指
摘
す
る
。
実
際
に
同
誌

創
刊
号
の
巻
頭
言
で
は
、「
現
代
の
教
養
人
（fuḍ alāʼ ʻaṣ rīyūn

）

と
過
去
の
ウ
ラ
マ
ー
（ʻulam

āʼ m
āḍ īn

）
双
方
の
論
考
を
掲
載

す
る
こ
と
」、「
多
く
の
ウ
ラ
マ
ー
と
聡
明
な
教
養
人
（fuḍ alāʼ 

jahābidha

）」
が
様
々
な
記
事
を
書
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る 

［R
aw
ḍa 1870: no. 1: 4-6

］。

　
『
学
校
の
庭
』
に
関
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
、

［Ḥ asan and D
usūqī 1975

］ 

と 

［Y
ousef 2008
］ 

が
挙
げ
ら
れ

る
。
前
者
は
、
同
誌
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
知
を
融
合
し
、
学

術
・
文
学
の
新
し
い
流
れ
を
形
成
し
た
点
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
出

版
さ
れ
た
数
多
く
の
ア
ラ
ビ
ア
語
定
期
刊
行
物
と
近
代
ア
ラ
ブ
地

域
に
お
け
る
思
想
復
興
（
ナ
フ
ダnahḍ a

）
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
点
を
評
価
し
て
い
る 

［Ḥ asan and D
usūqī 1975: 419, 

421-422

］。
一
方
、
後
者
は
『
学
校
の
庭
』
に
よ
っ
て
エ
ジ
プ
ト

の
新
旧
の
制
度
の
融
和
の
可
能
性
を
示
し
た
点
、
教
育
を
議
論
す

る
場
を
提
供
し
た
点
、
従
来
は
宗
教
的
な
知
識
を
意
味
し
た
イ
ル

ム
概
念
に
そ
の
他
の
知
識
を
包
含
す
る
新
た
な
定
義
を
付
与
し
た

点
を
評
価
し
て
い
る ［Y

ousef 2008: 124-125

］。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
学
校
の
庭
』
に
は
様
々
な
価
値
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
雑
誌
そ
の
も
の
に
関
す
る
分
析
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。Ḥ asan and D

usūqī 

［1975

］ 

は
、
編
集
部
の
構
成
や
掲

載
記
事
の
種
類
な
ど
同
誌
の
基
本
的
な
情
報
を
示
し
た
ほ
か
、
代

表
的
な
執
筆
者
三
四
人
の
出
自
と
誌
面
へ
の
貢
献
を
紹
介
し
た
。

他
方
、
雑
誌
全
体
で
多
く
の
頁
数
を
占
め
て
い
る
記
事
の
単
な
る

引
用
に
留
ま
っ
て
お
り
、
主
題
ご
と
に
掲
載
記
事
を
分
類
す
る
作

業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
数
量
的
把
握
が
で
き
ず
、
刊
行
期

間
を
通
じ
た
誌
面
の
全
体
像
の
把
握
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

一
方
、Y

ousef 

［2008

］ 

は
『
学
校
の
庭
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

の
主
題
と
そ
の
執
筆
者
の
属
性
を
そ
れ
ぞ
れ
図
表
化
す
る
こ
と
に

よ
り
可
視
化
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
の
分
析
も
ま
た
同
誌
の
全
体

像
を
十
全
に
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
同

誌
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い
三
年
半
分
の
記
事
の
み
を
分
析
し
、

そ
れ
以
外
の
記
事
を
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
ほ
か
、
図
表
化
す
る

に
あ
た
り
各
記
事
の
分
量
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
記
事
の
点

数
に
の
み
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
部
の
号
に
顕
著
な
宗

教
関
連
記
事
の
多
さ
を
同
誌
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
誤
認
し
て
い
る

ほ
か
、
記
事
の
数
こ
そ
多
い
も
の
の
、
分
量
は
少
な
い
数
学
や
工

学
に
対
す
る
高
い
関
心
が
存
在
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て

二
三



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

三
三　
（
三
三

い
る
［Y

ousef 2008: 114

］。

　

以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
本
稿
は
雑
誌

『
学
校
の
庭
』
の
よ
り
詳
細
な
全
体
像
の
提
示
を
主
な
目
的
と
す

る
。
ま
ず
、
誌
面
の
構
成
や
部
数
、
価
格
な
ど
同
誌
に
関
す
る
基

本
的
な
情
報
を
示
し
た
後
、
誌
面
の
編
集
や
記
事
の
寄
稿
を
通
じ

て
同
誌
に
関
わ
っ
た
人
々
の
経
歴
を
概
観
す
る
。
最
後
に
掲
載
記

事
を
主
題
別
に
分
類
し
、
同
誌
が
と
く
に
重
視
し
た
主
題
を
示
す

と
共
に
、
当
該
主
題
が
重
視
さ
れ
た
背
景
を
当
時
の
社
会
状
況
と

関
連
付
け
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　
『
学
校
の
庭
』
の
特
徴

（
一
）
誌
面
の
構
成
と
分
量

　
『
学
校
の
庭
』
の
構
成
は
、
刊
行
時
期
を
通
じ
て
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
表
紙
と
目
次
の
後
に
、
ま
ず
告
知
欄
が
あ
り
、
続
い

て
単
発
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
末
尾
に
連
載
記
事
（kitāb
）

が
掲
載
さ
れ
る
。
告
知
欄
に
は
、
主
に
学
校
局
や
『
学
校
の
庭
』

編
集
部
か
ら
の
告
知
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
学
校
の
庭
』
の
分
量
は
、
最
長
五
六
頁
、
最
短
七
頁
と
号
に

よ
り
大
き
く
異
な
る
が
、
平
均
は
約
三
五
頁
と
な
る
。
当
初
、
分

量
は
年
を
経
る
ご
と
に
次
第
に
増
加
し
、
一
八
七
三
年
に
は
平
均

四
〇
頁
弱
の
長
さ
に
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
減
少
に
転
じ
、
一

八
七
六
年
の
後
半
か
ら
本
格
的
に
分
量
が
減
少
し
た
。
一
方
、
記

事
数
は
創
刊
年
と
次
年
次
（
一
八
七
〇
年
と
一
八
七
一
年
）
に
最

多
を
記
録
し
、
平
均
九
点
弱
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
記

事
数
は
年
次
を
下
る
ご
と
に
次
第
に
減
少
し
、
最
後
の
二
年
間
は

平
均
五
点
前
後
と
半
減
し
た
。
ま
た
、
記
事
数
の
減
少
が
始
ま
っ

た
三
年
次
（
一
八
七
二
年
）
以
降
、
そ
れ
を
補
う
か
の
よ
う
に
掲

載
記
事
の
長
文
化
が
始
ま
り
、
特
に
四
年
次
（
一
八
七
三
年
）
以

降
は
連
載
記
事
が
増
加
し
た
。
加
え
て
、
三
年
次
以
降
、『
学
校

の
庭
』
編
集
主
幹
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
が
編
集
を
担
当
し
た
官
報

『
埃
及
諸
事
』al-W

aqāʼ iʻ al-M
i ṣrīya

（
一
八
二
八
年
創
刊
）
や

後
述
す
る
常
連
投
稿
者
の
一
人
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ブ
ー
・
ス

ウ
ー
ドʻA

bdullāh A
bū al-Suʻūd

（
一
八
二
〇
～
一
八
七
八
）

が
カ
イ
ロ
で
発
行
し
た
新
聞
『
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ニ
ー
ル
（
ナ
イ
ル

河
谷
）』W

ādī al-N
īl

（
一
八
六
七
～
一
八
七
二
）
な
ど
他
の
定

期
刊
行
物
か
ら
の
転
載
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
（
（
（

。
転
載
さ
れ
た
記

事
は
世
界
情
勢
に
関
す
る
報
道
記
事
が
多
い
が
、
女
子
学
校
に
関

す
る
報
告
記
事
や 

［R
aw
ḍa 1874: no. 16: 3-5, 1874: no. 17: 

4-7, 1875: no. 13: 4-5

］、
児
童
の
健
康
に
関
す
る
記
事 

［R
aw
ḍa 1876: no. 14: 8-11

］ 

な
ど
の
教
育
や
子
育
て
に
関
す

る
記
事
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

三
四　
（

（
二
）
出
版
部
数
と
読
者
層

　
『
学
校
の
庭
』
の
出
版
部
数
は
、
創
刊

当
初
は
三
五
〇
部
だ
っ
た
が
、
後
に
教
師

や
学
生
、
政
府
職
員
な
ど
に
購
入
さ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
（
（
（

、
七
〇
〇
部

に
増
刷
さ
れ
た 

［Livingston 2018: 64, 
115; Reid 2002: 112

］。『
学
校
の
庭
』

の
表
紙
に
よ
る
と
、
同
誌
は
年
間
定
期
購

読
の
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
購
読
料
は
地

域
に
よ
り
異
な
っ
た
。
カ
イ
ロ
市
内
の
場

合
七
七
ク
ル
シ
ュ
、
カ
イ
ロ
市
外
は
八
二

ク
ル
シ
ュ
、
国
外
は
九
〇
ク
ル
シ
ュ
、
フ

ラ
ン
建
て
で
購
読
す
る
場
合
は
二
三
・
五

フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
予
科

学
校
の
学
生
に
は
無
償
提
供
さ
れ
て
い
た

こ
と
（
（
（

、
一
部
の
高
等
教
育
施
設
に
は
、
図

書
館
が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と 

［Green 
1988: 462-463

］（
（
（

、
授
業
以
外
の
時
間
（
休

憩
時
間
や
放
課
後
）
に
雑
誌
を
閲
覧
す
る

よ
う
学
校
局
が
通
達
を
出
し
た
こ
と

［Ḥ asan and D
usūqī 1975: 89

］
な
ど

四
三

か
ら
、
同
誌
は
教
員
や
学
生
の
間
に
一
定
数
の
読
者
を
獲
得
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
編
集
者

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
学
校
の
庭
』
は
ム
バ
ー
ラ
ク
と
タ
フ

タ
ー
ウ
ィ
ー
の
主
導
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
が
、
実
際
の
編
集
作
業

を
担
っ
た
の
は
、
多
彩
な
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
編
集
者
か
ら
成
る

編
集
部
で
あ
っ
た
。
編
集
部
は
、
編
集
主
幹
（nāẓ ir

）
と
編
集

長
（m

ubāshir taḥ rīr

）
に
加
え
、
各
分
野
の
担
当
編
集
者
七

名
か
ら
な
る
。
編
集
主
幹
は
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
が
務
め
た
が
、
編

集
長
に
は
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
息
子
ア
リ
ー
・
フ
ァ
フ
ミ
ーʻA

lī 
Fahm

ī b. Rifāʻa

（
一
九
〇
三
没
）
が
就
い
た
（
（
（

。
一
八
七
三
年
に

タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
が
死
去
す
る
と
、
同
年
第
二
二
号
以
降
、
ア

リ
ー
・
フ
ァ
フ
ミ
ー
が
編
集
主
幹
に
就
任
し
た
が
、
編
集
長
の
後

任
は
置
か
れ
な
か
っ
た 

［R
aw
ḍa 1873: no. 22

］。
彼
ら
は
編
集

を
担
う
だ
け
で
な
く
、
自
ら
記
事
を
寄
稿
す
る
こ
と
も
あ
っ
た 

［Brugm
an 1984: 79; Reid 2002: 112; Stolz 2018: 108

］。

　

ム
バ
ー
ラ
ク
と
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
親
子
以
外
の
編
集
者
と
そ

の
担
当
分
野
は
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
出
身
の
ハ
イ
ン

リ
ヒ
・
ブ
ル
ー
ク
シ
ュH

inrī Brūksh / H
einrich Brugsch

（
一
八
二
七
～
一
八
九
四
）
を
除
き
（
（1
（

、
彼
ら
は
全
員
エ
ジ
プ
ト
出

表 1　『学校の庭』各号の頁数と掲載記事数の平均

年　次 1870 年 1871 年 1872 年 1873 年 1874 年 1875 年 1876 年 1877 年

頁　数 30.8 31.25 39.16 39.66 38.65 37.33 33.62 26.87
記事数 8.6 8.92 7.45 6.56 6.64 6.49 5.12 4.55

出典：筆者作成。



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

三
五　
（
五
三

表 2　『学校の庭』編集者とその担当分野

　氏　名 　担当分野

アブドゥッラー・フィクリー アラビア語（文学、文法）
ハインリヒ・ブルークシュ 社会（歴史）
イスマーイール・ムスタファー・ファラキー 自然科学（天文学）
ムハンマド・カドリー 社会（地理）、アラビア語（道徳）、宗教
ムハンマド・バドル 医学
アフマド・ナダー  自然科学（植物学）
ウスマーン・マドゥーフ アラビア語（謎々）

出典：[Rawḍa 1870: no. 1: 6-7; Ḥasan and Dusūqī 1975: 324-365] より筆者作成。

身
者
で
あ
る
。
ま
た
、
イ

ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ム
ス
タ

フ
ァ
ー
・
フ
ァ
ラ
キ
ー

Ism
āʻīl M

uṣṭ afā al-Fal-
akī

（
一
八
二
五
～
一
九

〇
一
）
な
ど
半
数
が
タ
フ

タ
ー
ウ
ィ
ー
と
同
様
、
留

学
を
経
験
し
て
い
る
ほ
か
（
（1
（

、

大
半
が
近
代
教
育
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
（
（1
（

、
彼
ら

は
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
知
識

人
層
と
は
一
線
を
画
す

人
々
と
い
え
る
。
他
方
、

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
フ
ィ

ク
リ
ーʻA

bdullāh Fikrī 

（
一
八
三
四
～
一
八
八
九
（
（1
（

）

の
よ
う
に
、
タ
フ
タ
ー
ウ

ィ
ー
が
学
ん
だ
ア
ズ
ハ
ル

学
院
で
研
鑽
を
積
ん
だ

人
々
も
参
加
す
る
な
ど
、

編
集
部
の
構
成
員
に
も
伝

統
を
西
洋
近
代
と
融
合
あ
る
い
は
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
向
が

反
映
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
編
集
長
と
な
っ
た
ア
リ
ー
・
フ
ァ

フ
ミ
ー
は
勿
論
の
こ
と
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
カ
ド
リ
ーM

uḥ am
-

m
ad Q

adrī

（
一
八
二
一
～
一
八
八
八
）
の
よ
う
に
タ
フ
タ
ー
ウ

ィ
ー
の
影
響
を
受
け
た
人
々
が
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
は
（
（1
（

、
人
選

に
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
が
強
く
示
唆

さ
れ
る
。
ブ
ル
ー
ク
シ
ュ
と
フ
ァ
ラ
キ
ー
に
加
え
、
ム
ハ
ン
マ

ド
・
バ
ド
ルM

uḥ am
m

ad Badr

（
一
九
〇
二
没
）
や
ア
フ
マ

ド
・
ナ
ダ
ーA

ḥ m
ad N

adā

（
生
没
年
不
詳
）、
ウ
ス
マ
ー
ン
・

マ
ド
ゥ
ー
フʻU

thm
ān M

adūḥ

（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
、
教
育

経
験
の
あ
る
人
物
が
数
多
く
編
集
部
に
い
た
こ
と
は
（
（1
（

、
同
誌
の
教

育
雑
誌
と
し
て
の
性
格
の
反
映
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

一
八
七
一
年
に
ム
バ
ー
ラ
ク
が
ダ
ル
ブ
・
ジ
ャ
マ
ー
ミ
ー
ズ

D
arb al-Jam

ām
īz

を
会
場
に
開
催
し
、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ

ル
ー
ム
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
連
続
講
義
に
登
壇
し
た
ブ
ル
ー
ク

シ
ュ
、
フ
ァ
ラ
キ
ー
、
ナ
ダ
ー
が
編
集
に
参
加
し
た
こ
と
は

［K
alm

bach 2020: 89

］（
（1
（

、『
学
校
の
庭
』
と
同
校
の
関
係
を
考
え

る
さ
い
に
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。 

（
四
）
執
筆
者

　
『
学
校
の
庭
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
多
く
は
記
名
記
事
で
あ



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

三
六　
（

り
、
多
く
の
場
合
筆
者
名
に
加
え
、
そ
の
所

属
・
職
位
が
明
記
さ
れ
た
。
七
年
半
に
及
ぶ

刊
行
期
間
を
通
じ
て
計
一
九
八
名
が
同
誌
に

記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
表
３
に
示
し
た

よ
う
に
、
年
毎
の
延
べ
人
数
を
見
る
と
、
執

筆
者
の
数
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
初
年
次

（
一
八
七
〇
年
）
と
二
年
次
（
一
八
七
一

年
）
に
は
比
較
的
多
数
の
執
筆
者
が
寄
稿
し

た
も
の
の
、
三
年
次
（
一
八
七
二
年
）
に
執

筆
者
数
が
半
減
し
た
後
、
最
終
年
次
（
一
八

七
七
年
）
に
再
度
半
減
す
る
ま
で
年
毎
の
執

筆
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
た
。
こ
の

よ
う
な
執
筆
者
数
の
減
少
が
、
い
か
な
る
要

因
に
よ
る
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ

し
、
同
誌
の
記
述
か
ら
は
寄
せ
ら
れ
る
原
稿

数
の
減
少
と
編
集
部
に
よ
る
掲
載
可
否
の
判

断
の
双
方
が
影
響
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

刊
行
開
始
か
ら
わ
ず
か
半
年
余
り
の
一
八
七

〇
年
一
一
月
に
は
、
原
稿
の
「
供
給
の
減

少
」（qill im

dād

）
に
伴
う
刊
行
の
遅
延
が

生
じ
て
い
る
と
の
告
知
が
出
さ
れ
た
ほ
か

六
三

［R
aw
ḍa 1870: no. 18: 2

］、
一
八
七
四
年
九
月
に
は
審
査
の
厳

格
さ
こ
そ
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
記
事
が
「
審
査
者

（m
uṭṭ aliʻūn

）
に
よ
り
綿
密
に
審
査
さ
れ
る
（yanẓ uru 

bi-diqqatin

）」
旨
の
記
載
が
あ
る ［R

aw
ḍa 1874: no. 14: 4

］。

ま
た
、
執
筆
者
数
が
減
少
し
た
後
、
編
集
者
自
身
が
執
筆
し
た
記

事
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
と
り
わ
け
外
部
の
執
筆
者
の
慢
性
的
な

不
足
が
起
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
（1
（

。

　
『
学
校
の
庭
』
に
寄
稿
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
び
と
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
属
性
に
は
編
集
者
の
そ
れ
と
同
様
の
特
徴

が
見
ら
れ
る
一
方
、
異
な
る
特
徴
も
見
出
さ
れ
る
。
表
４
に
示
し

た
よ
う
に
、
編
集
者
と
同
様
に
、
官
僚
や
教
師
、
医
師
な
ど
近
代

的
専
門
職
に
従
事
し
た
人
々
が
執
筆
者
の
大
半
を
占
め
（
（1
（

、
少
数
な

が
ら
ウ
ラ
マ
ー
が
含
ま
れ
た
（
（1
（

。
ま
た
、
同
誌
に
五
点
以
上
の
記
事

を
寄
せ
四
〇
頁
以
上
の
頁
数
を
占
め
て
い
る
「
常
連
執
筆
者
」
に

限
定
す
る
と
、
全
員
が
教
師
経
験
の
あ
る
学
校
関
係
者
と
な
る
（
（2
（

。

さ
ら
に
、
彼
ら
の
中
に
ミ
ー
ハ
ー
イ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
イ
イ

ドM
īkhāʼ īl ʻA

bd al-Sayyid

（
一
八
六
〇
～
一
九
一
四
（
（2
（

）
や
ア

ブ
ー
・
ス
ウ
ー
ド
（
（2
（

、
サ
ー
リ
フ
・
マ
ジ
ュ
デ
ィ
ーṢ āliḥ  M

ajdī
（
一
八
二
七
～
一
八
八
一
）
な
ど
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
「
門
下
」
の

知
識
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
点
［Y

ousef 2008: 121

］（
（2
（

、
マ
ン

ス
ー
ル
・
ア
フ
マ
ドM

anṣ ūr A
ḥ m

ad

（
生
没
年
不
詳
）
の
よ

表 3　各年次の執筆者数

年　次 1870 年 1871 年 1872 年 1873 年 1874 年 1875 年 1876 年 1877 年

執筆者数 63 83 41 40 35 37 33 17

出典：筆者作成。



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

三
七　
（

う
に
一
八
七
一
年
の
連
続
講
義
の
登
壇
者
が
含
ま
れ
て
い
る
点
は

［K
alm

bach 2020: 89

］（
（2
（

、
編
集
者
と
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。

編
集
者
と
執
筆
者
双
方
に
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
知
己
が
多
数
含
ま

れ
た
事
実
は
、『
学
校
の
庭
』
の
編
集
過
程
に
お
け
る
彼
の
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
度
を
示
し
て
い
る
。

　

他
方
、
執
筆
者
の
中
に
学
生
が
数
多
く
含
ま
れ
る
点
は
、
編
集

部
と
は
明
確
に
異
な
る
傾
向
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

『
学
校
の
庭
』
に
と
り
学
生
は
主
要
な
読
者
層
で
あ
っ
た
が
、
執

筆
者
の
属
性
に
関
す
る
分
析
か
ら
は
、Y

ousef

［2016: 42

］
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
誌
面
の
充
実
に
学
生
が
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
（2
（

。
創
刊
号
当
初
か
ら
、
学
生
の
寄
稿
は
予

定
さ
れ
て
い
た
（
（2
（

。
学
生
の
記
事
の
大
半
は
、
数
学
や
工
学
な
ど
の

問
題
に
対
す
る
答
案
だ
が
、
同
誌
が
教
員
と
学
生
に
よ
る
意
見
交

換
の
場
や
、
よ
り
高
度
な
学
問
へ
の
導
入
の
場
と
し
て
機
能
し
て

い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

ま
た
、
ミ
ー
ハ
ー
イ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
イ
イ
ド
や
タ
ー
ド

ル
ス
・
ワ
フ
ビ
ーT

ādrus W
ahbī

（
一
八
六
〇
～
一
九
三
四
）

な
ど
の
コ
プ
ト
教
徒
が
常
連
執
筆
者
の
一
員
だ
っ
た
こ
と
も
注
目

に
値
す
る
（
（2
（

。
編
集
部
に
は
コ
プ
ト
教
徒
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
彼
ら
も
翻
訳
者
や
教
員
な
ど
の
学
校
関
係
者
と
し
て
、
主
に

外
国
の
記
事
の
翻
訳
を
通
し
て
『
学
校
の
庭
』
の
誌
面
に
貢
献
し

七
三

表 4　執筆者の属性ごとの人数と執筆記事数

属　性 官　僚 学　生 教　師 医　者 ウラマー その他 不　明

人　数 55 53 42 7 6 3 32
記事数 158 82 92 11 10 5 47

出典：筆者作成。

表 5　編集者以外の主な「常連執筆者」

氏　名 寄稿記事数 主な分野

サーリフ・マジュディー 17 季節のあいさつ・賞賛、文学、道徳
マンスール・アフマド 13 化学、啓蒙（公衆衛生、生活）
タードロス・ワフビー 11 歴史、季節のあいさつ・賞賛、哲学
ミーハーイール・アブドゥッサイイド 5 啓蒙（教育・知識）、数学、歴史
アブドゥッラー・アブー・スウード 5 啓蒙（農業、生活）

出典：筆者作成。
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九
四
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・
二
号

）

三
八　
（

て
い
た
。
当
時
、
コ
プ
ト
教
会
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
感
は
あ
っ
た
も

の
の
、
活
用
可
能
な
技
術
や
人
材
を
採
用
す
る
政
府
の
方
針
か
ら
、

多
く
の
コ
プ
ト
教
徒
が
役
人
と
し
て
登
用
さ
れ
、
一
九
世
紀
末
に

は
官
僚
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
る 

［Pen-
nington 1982: 160

］。
常
連
執
筆
者
に
コ
プ
ト
教
徒
が
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
知
識
人
層
の
一
部
と
し
て
、
教
育
分

野
を
含
む
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

コ
プ
ト
教
徒
が
積
極
的
に
近
代
化
の
促
進
に
関
与
し
て
い
た
こ
と

が
示
唆
さ
れ
る
。

二　

‌�

掲
載
記
事
の
主
題
か
ら
見
た
誌
面
の
特
徴
と
そ
の

背
景

　
『
学
校
の
庭
』
は
、
政
治
よ
り
も
文
学
（adabīya
）
や
学
術 

（ʻilm
īya

）
に
重
点
を
置
い
た
雑
誌
と
さ
れ
る
が 
［Ḥ asan and 

D
usūqī 1975: 37

］、
よ
り
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
主
題
が
中

心
的
に
扱
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
同
誌
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
主
題
別
に
分
類
し
た
う
え
で
、
関
連
記
事
の
点
数
と
分

量
（
頁
数
）
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
主
題
が
『
学
校
の

庭
』
の
誌
面
に
登
場
す
る
頻
度
を
評
価
す
る
。
点
数
に
加
え
頁
数

に
着
目
す
る
理
由
は
、
当
該
主
題
に
対
す
る
『
学
校
の
庭
』
編
集

部
の
関
心
度
の
高
さ
を
把
握
す
る
に
は
、
関
連
記
事
の
点
数
の
多

寡
に
加
え
、
頁
数
の
多
寡
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ

る
（
（2
（

。
そ
の
後
、
誌
面
に
登
場
す
る
頻
度
が
高
い
複
数
の
主
題
に
着

目
し
、
関
連
記
事
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
掲

載
さ
れ
た
背
景
を
当
時
の
時
代
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
考
察
す
る
。

な
お
、
記
事
を
主
題
別
に
分
類
す
る
に
あ
た
り
、
大
分
類
、
小
分

類
と
も
に
、
各
記
事
の
冒
頭
に
し
ば
し
ば
示
さ
れ
た
紹
介
文
の
記

述
を
参
考
に
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
大
分
類
に
関
し
て
は
当
時
の

近
代
学
校
の
科
目
を
参
照
し
た
。
こ
れ
ら
の
紹
介
文
は
、
編
集
者

に
よ
り
付
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
記
事
の
内
容
を
把
握
す

る
の
に
役
立
つ
（
（2
（

。

　

ま
ず
、
掲
載
記
事
を
主
題
ご
と
に
大
き
く
九
種
類
に
分
類
し
、

そ
の
分
量
（
頁
数
）
を
も
と
に
『
学
校
の
庭
』
が
ど
の
主
題
を
重

視
し
た
の
か
検
討
す
る
。
そ
の
年
ご
と
の
推
移
を
示
し
た
も
の
が

図
１
で
あ
る
。

　

図
１
が
示
す
よ
う
に
、
自
然
科
学
に
関
す
る
記
事
の
急
増
に
よ

る
順
位
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、『
学
校
の
庭
』
の
刊
行
期
間
を

通
じ
て
分
量
が
一
貫
し
て
多
い
の
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、
社
会
、
数
学
、

啓
蒙
の
四
主
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
主
題
を
『
学
校
の
庭
』
が
重

視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
主
題
に
関
す
る
記
事
が
多
い

直
接
の
理
由
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
社
会
、
啓
蒙
は
関
連
記
事
に
連

載
が
多
い
こ
と
、
数
学
は
学
生
や
教
員
の
主
な
執
筆
分
野
で
あ
る

八
三
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こ
と
が
関
係
し
て
い
る
（
（3
（

。
連
載
が
始
ま
る
と
、
連
載
が
終
了
す
る

ま
で
の
期
間
、
関
連
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
当
然
な
が
ら
誌
面
に
お
い
て
当
該
主
題
へ
の
言
及
は
増
え

る
。
宗
教
に
関
す
る
記
事
は
、
一
八
七
〇
年
と
一
八
七
四
年
を
除

き
多
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
は
、Y

ousef 

［2008: 113-114

］

の
主
張
か
ら
受
け
る
、
宗
教
色
が
濃
い
と
い
う
印
象
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
る
（
（3
（

。

　

上
記
の
九
分
類
（
大
分
類
）
を
さ
ら
に
詳
し
く
そ
の
主
題
ご
と

に
分
類
（
小
分
類
）
し
、
そ
の
記
事
点
数
と
総
頁
数
を
示
し
た
も

の
が
表
６
で
あ
る
。

　

表
６
の
よ
う
に
、
小
分
類
に
従
い
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
社
会
、
数

学
、
啓
蒙
に
関
連
す
る
記
事
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
す
る
と
、
関

連
記
事
の
点
数
（
一
〇
点
前
後
）
と
分
量
（
二
〇
〇
頁
前
後
）
双

方
が
多
い
主
題
は
、
学
校
局
の
報
告
書
や
時
候
挨
拶
、
賛
辞
（
（3
（

な
ど

の
告
知
欄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
除
け
ば
、
ア
ラ
ビ
ア
語
は
「
文

学
」、
数
学
（
小
分
類
無
し
）、
社
会
は
「
歴
史
」、
啓
蒙
は
「
教

育
・
知
識
」
お
よ
び
「
公
衆
衛
生
」
で
あ
り
、
編
集
部
あ
る
い
は

「
常
連
執
筆
者
」
が
専
門
と
す
る
分
野
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
（
表
２

お
よ
び
表
５
参
照
（
（3
（

）。
分
野
に
よ
っ
て
、
記
事
の
長
さ
の
傾
向
は

異
な
り
、
告
知
は
短
い
記
事
が
多
い
の
に
対
し
て
、
自
然
科
学
や

社
会
、
啓
蒙
の
記
事
は
、
記
事
の
数
は
限
ら
れ
て
い
て
も
、
長
文

九
三

 
 
 

図 1　主題（大分類）別の分量（総頁数）の推移　出典：筆者作成
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表 6　掲載記事の主題別分類および記事点数と総頁数

大分類 小分類 記事点数 総頁数

告　知 学校局報告書 66 339
時候挨拶・賛辞（tahniʼa） 87 201
雑誌広報（iʻlān/tanbīh） 25 48

宗　教 イスラーム 15 186
哲学（falsafa） 6 72

アラビア語 文学（adab） 48 1037
逸話（riwāya/ḥikāya/nādira/nikāt） 17 134
文法（naḥw） 7 81
謎々（lughz） 50 65
道徳（akhlāq） 6 22

自然科学 化学（kīmiyā’） 13 401
物理（ṭabīʻa） 1 286
天文学（kawākib/falak） 6 185
植物学（nabāt） 1 92
工学（handasa/mīkānīkīya） 15 35

数　学 数学 63 638
（riyāḍa/jabarīya/ḥisābīya）

医　学 生物学（解剖学） 7 79
医学（ṭibbīya） 9 76

社　会 歴史（tārīkh） 31 1095
地理（jughrāfīya） 8 69
文化慣習（‘āda） 5 51
法（qānūn/sharʻīya/fiqhīya） 11 48
政治経済 3 25
報道 4 17

啓　蒙 教育・知識（tarbiya/ʻilm/ʻulūm） 17 304
公衆衛生（siḥḥīya） 8 238
農業（zirāʻa） 4 44
生活（maʻīshīya） 8 40
女性（nisā’） 2 16

その他 9 61

出典：筆者作成。分類は『学校の庭』における記載と近代学校の科目による（34）。
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の
記
事
が
多
く
、
全
体
で
見
る
と
多
く
の
頁
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

　

何
故
こ
れ
ら
の
主
題
が
『
学
校
の
庭
』
に
お
い
て
特
に
重
視
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
学
校
の
庭
』
は
、
編
集
と
執
筆
の
担
い
手

と
読
者
の
双
方
に
、
教
師
や
学
生
を
は
じ
め
学
校
関
係
者
が
数
多

く
含
ま
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
公
教
育

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ふ
ま
え
る
と
、
公
教
育
の
補
完
を
目
的
に

『
教
育
の
庭
』
が
編
集
・
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
上

記
の
四
主
題
の
内
、
数
学
と
歴
史
、
文
学
の
三
主
題
は
、
ア
ズ
ハ

ル
学
院
に
代
表
さ
れ
る
同
時
代
の
伝
統
的
な
教
育
機
関
が
等
閑
視

す
る
一
方 

［Brugm
an 1984: 324; Crabbs 1984: 87-88; Ge-

sink 2010: 39-40; Patel 2013: 184
］、
官
立
の
教
育
機
関
が
重

視
し
た
「
新
し
い
」
教
科
で
あ
り
（
（3
（

、
当
該
機
関
の
教
師
と
学
生
の

双
方
に
そ
の
重
要
性
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
認
識
さ
れ
て
い
た 

［K
alm

bach 2020: 93

］（
（3
（

。

　

当
時
の
公
教
育
制
度
は
、
初
等
学
校
（m

adrasa al-ibtidāʼ 
īya

）
と
予
科
学
校
（m

adrasa al-tajhīzīya

）
に
特
別
学
校

（m
adrasa al-khuṣ ūṣ īya

）
を
加
え
た
三
段
階
か
ら
な
り 

［ʻA
bd 

al-K
arīm

 1945: 397

］（
（3
（

、
初
等
学
校
や
予
科
学
校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
数
学
（
あ
る
い
は
算
数
）
と
歴
史
を
加
え
た
ほ
か 

［Crabbs 
1984: 94; K

alm
bach 2020: 68-69, 107; Reid 2002: 147-

148

］、
特
別
学
校
の
中
で
は
工
学
校
（M

adrasat al-M
u-

handiskhāna

）、
行
政
・
外
国
語
学
校
（M

adrasat al-Idāra 
w

a al-A
lsun

）
が
歴
史
を
、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
が
歴

史
と
文
学
を
教
科
に
採
用
し
た 

［Crabbs 1984: 94; K
alm

bach 
2020: 106

］（
（3
（

。
特
別
学
校
の
設
置
数
に
対
し
、
予
科
学
校
の
設
置

数
が
限
ら
れ
て
い
た
当
時 

［K
alm

bach 2020: 100

］、
特
別
学

校
の
学
生
の
中
に
は
伝
統
的
教
育
機
関
出
身
者
が
多
く
含
ま
れ
た

た
め
、
未
習
の
教
科
で
あ
る
数
学
や
歴
史
の
学
習
機
会
を
彼
ら
に

提
供
す
る
こ
と
は
総
じ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
が
、
と
り
わ
け

『
学
校
の
庭
』
創
刊
後
間
も
な
く
初
等
学
校
の
教
員
養
成
を
目
的

に
設
立
さ
れ
た
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
に
在
籍
す
る
学
生
に

と
り
、「
新
た
な
」
教
科
に
関
す
る
知
識
の
習
得
は
よ
り
喫
緊
の

課
題
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
校
に
在
籍
し
た
学
生
の
多
く

は
、
こ
れ
ら
の
教
科
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
宗
教
教
育
出
身
者
が

占
め
た
ほ
か 

［K
alm

bach 2020: 106

］、
こ
れ
ら
の
教
科
を
重

視
す
る
公
教
育
制
度
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
る
（
（3
（

。

　

ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
一
八
七
一

年
の
連
続
講
義
に
登
壇
し
た
者
の
多
く
が
『
学
校
の
庭
』
の
編
集

に
関
与
し
た
こ
と
に
加
え
、
同
校
が
重
視
し
た
教
科
に
関
す
る
記

事
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、『
学
校
の
庭
』
が
近
代
教
育
、

特
に
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
に
お
け
る
教
育
と
の
関
連
を
強

一
四
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く
意
識
し
た
雑
誌
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る 

［Brugm
an 

1984: 322

］。
と
り
わ
け
文
学
と
歴
史
は
、
そ
の
後
の
ダ
ー
ル
・

ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
に
お
け
る
中
心
的
な
教
科
と
な
り
、
数
多
く
の

人
材
を
輩
出
す
る
よ
う
に
な
る
が 

［Crabbs 1984: 95, 101-
102; K

alm
bach 2020: 111, 151

］、
文
学
に
関
し
て
そ
の
礎
を

築
い
た
の
は
「
文
士
た
ち
の
師
」（Shaykh al-U

dabāʼ

）
と
称

さ
れ
た
フ
サ
イ
ン
・
マ
ル
サ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
既
出
の
連

続
講
義
に
登
壇
し
、
文
学
を
講
じ
た
後
、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ

ル
ー
ム
に
お
け
る
文
学
担
当
教
員
に
着
任
す
る
と 

［Brugm
an 

1984: 324; K
alm

bach 2020: 89
］、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

『
学
校
の
庭
』
に
文
学
に
関
す
る
連
載
記
事
を
寄
稿
し
た 

［K
alm

-
bach 2020: 111

］（
（4
（

。
ま
た
、『
学
校
の
庭
』
編
集
者
の
一
人
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
フ
ィ
ク
リ
ー
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
散
文
体
の
発
展
に

貢
献
し
た
一
人
と
知
ら
れ
、
ア
ラ
ブ
文
学
に
関
す
る
マ
ル
サ
フ

ィ
ー
の
著
作
に
唯
一
言
及
さ
れ
る
同
時
代
の
文
人
だ
っ
た 

［Brugm
an 1984: 77-80

］（
（4
（

。
一
方
、
歴
史
の
分
野
に
お
い
て
両

者
を
結
び
つ
け
る
の
は
『
学
校
の
庭
』
編
集
主
幹
タ
フ
タ
ー
ウ

ィ
ー
と
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
薫
陶
を
受
け
た
「
常
連
執
筆
者
」

の
一
人
ア
ブ
ー
・
ス
ウ
ー
ド
で
あ
る
。Crabbs

［1984: 
72-74

］
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
外
国
語
学
校
（M

adrasat al-
A

lsun

）
の
校
長
を
務
め
た
際
に
数
多
く
の
歴
史
に
関
連
す
る
文

献
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
た
ほ
か
、
自
ら
歴
史
に
関
す
る
著
作

を
執
筆
し
た
。
後
者
は
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
と
同
じ
く
歴
史
に
関

す
る
文
献
の
翻
訳
に
関
わ
り
［Crabbs 1984: 72-73

］、
古
代

エ
ジ
プ
ト
文
明
の
遺
産
に
高
い
関
心
を
示
し
た
ほ
か 

［Reid 
2002: 112

］、
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
の
歴
史
教
師
を
務
め

た ［Y
ousef 2008: 121

］。

　
『
学
校
の
庭
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
謎
々
（lughz

）
が
文
学

と
同
様
に
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
分
量
こ

そ
少
な
い
も
の
の
、
文
学
関
連
の
記
事
を
上
回
る
六
〇
点
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

保
育
園
で
基
礎
を
成
長
さ
せ
、
学
校
で
学
問
分
野
を
伸
ば
し

た
よ
う
な
都
市
の
教
養
人
や
現
代
の
優
れ
た
人
々
は
、
比
喩

の
素
晴
ら
し
い
実
体
の
な
い
名
詞
を
何
と
呼
ぶ
か
。
地
や
空

に
お
け
る
様
々
な
名
詞
は
、
そ
の
単
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

あ
な
た
は
、
そ
れ
を
動
物
に
対
し
て
見
る
こ
と
も
固
体
に
対

し
て
見
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
が
不
在
の
時
は
、
反
対
に
、

他
の
も
の
が
い
る
状
態
で
あ
る
。
そ
の
単
語
は
、
未
知
の
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
よ
く
知
ら
れ
た
単
語
で
あ
り
、
合
計
で

六
文
字
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
単
語
は
、
愛
す
る
者
を
思

い
出
す
時
の
単
語
で
あ
る
。
重
荷
を
負
う
人
に
対
し
て
言
う

二
四
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普
通
名
詞
で
あ
る
。
そ
の
単
語
の
冒
頭
（
の
文
字
）
を
切
り

離
せ
ば
、
あ
あ
賢
い
人
よ
、
単
語
は
「
悪
魔
」（shayṭ ān

）

に
な
る
。
冒
頭
（
の
文
字
）
を
「
二
〇
」（ʻishrīn

）
の
文

字
の
一
つ
と
変
え
れ
ば
、
単
語
は
「
奇
跡
」（m

uʻjiza

）
に

な
る ［R

aw
ḍa 1871: no. 13: 16

］（
（4
（

。

　

当
時
の
公
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
照
す
る
限
り
、
謎
々
が

教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
確
証
は
無
い
も
の
の
、『
学
校
の
庭
』

に
掲
載
さ
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の
教
育
的
効
果
へ
の
期
待
が
挙
げ

ら
れ
る
。
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
お
け
る
謎
々
を
研
究
し
た

H
ecim

ovich 

［2008: 6-8

］
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス

で
は
発
音
や
綴
り
、
語
彙
、
文
法
の
知
識
の
向
上
に
高
い
教
育
的

効
果
を
期
待
し
て
、
従
来
は
口
承
さ
れ
て
き
た
謎
々
が
当
時
発
展

著
し
い
定
期
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
当

時
の
学
校
局
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
校
を
視
察
し
参
考
に
し
た
こ

と
や 

［
ミ
ッ
チ
ェ
ル 2014: 93

］、『
学
校
の
庭
』
は
、
他
誌
の
記

事
を
し
ば
し
ば
転
載
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
（
（4
（

、
編

集
部
が
内
外
の
定
期
刊
行
物
の
動
向
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
戯
曲
の
口
語
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
を
掲
載
す
る
な
ど
口

語
文
化
へ
の
関
心
も
示
し
て
い
た
（
（4
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
謎
々
な
ど
の
口
語
文
化
を
取
り
入
れ
る
土
壌
が

形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（4
（

。

　

他
方
、「
公
衆
衛
生
」
に
関
す
る
も
の
の
よ
う
に
、
公
教
育
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ま
れ
な
い
記
事
が
何
故
掲
載
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
教
育
・
知
識
」
に
該
当
す
る
記
事
は
、
無
知
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
や
危
険
性
、
知
識
の
価
値
を
説
明
す
る
啓

発
記
事
が
含
ま
れ
る
。
以
下
の
二
つ
の
記
事
は
、
災
い
に
よ
る

人
々
の
危
険
や
不
安
を
避
け
る
手
段
と
し
て
知
識
が
有
効
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。

無
知
こ
そ
が
、
腐
敗
し
た
考
え
（iʻtiqādāt fāsida

）
の
原

因
で
あ
り
、
無
駄
な
恐
れ
（m

ukhāw
if bāṭ ila

）
や
ふ
さ

わ
し
く
な
い
想
像
を
生
み
出
し
て
い
る
。
無
駄
な
恐
れ
は
、

人
々
に
と
っ
て
は
混
乱
で
あ
る
。［R

aw
ḍa 1872: no.6: 9

］ 

そ
の
た
め
、
知
識
の
普
及
（bathth al-m

aʻārif

）
は
、
無

知
（jahl

）
に
よ
っ
て
発
生
し
得
る
、
恐
れ
を
な
く
し
、
被

害
や
腐
敗
、
病
気
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
、
役
に
立
つ

（m
ufīd

）
も
の
で
あ
る
。（ 

中
略 

） 

私
た
ち
の
性
質
の
不
十

分
さ
（quṣ ūr

）、
力
の
弱
さ
（khaw

ar

）、
知
識
の
弱
さ

（ʻajz m
aʻrifa

）
に
よ
っ
て
、 

災
い
を
起
こ
る
前
に
認
知
し

た
り
、
降
り
か
か
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
。
ま
た
、
疫
病
や
地
震
、
洪
水
、
火
山
の
噴
火
な
ど
を

三
四



史
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知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
も
し
知
識
（m

aʻārif

）
が
広
が
れ
ば
、
ど
ん
な
災
い

で
あ
っ
て
も
、
不
安
に
な
る
こ
と
は
な
い
。［R

aw
ḍa 1872: 

no. 7: 6
］

　
「
教
育
・
知
識
」
に
該
当
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
理
由
は
、

教
育
雑
誌
と
い
う
本
誌
の
特
性
上
、
知
識
の
価
値
や
重
要
性
を
読

者
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
の
特
徴
と
し
て
、
過
去
の
時
代
を
「
無
知
」
の
時

代
と
し
て
描
く
こ
と
か
ら
、
既
存
の
知
識
だ
け
で
な
く
、「
新
し

い
」
学
知
の
重
要
性
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
（
（4
（

。

　
「
公
衆
衛
生
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
教
科
」
に
関
す
る
記
事
と

は
異
な
り
、
日
常
生
活
に
直
ち
に
応
用
可
能
な
実
用
的
知
識
を
紹

介
し
て
い
る
ほ
か
、
予
防
医
学
に
対
す
る
人
々
の
意
識
の
低
さ
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
よ
う
な
啓
発
記
事
が
含
ま
れ
る
［R

aw
ḍa 1877: 

no. 2: 3

］。
例
え
ば
、
以
下
の
記
事
は
、
病
気
や
寄
生
虫
を
予
防

す
る
た
め
の
衛
生
管
理
の
重
要
性
を
強
調
し
、
具
体
的
な
対
策
を

示
し
て
い
る
。

私
が
提
供
で
き
る
簡
単
な
助
言
は
、
寄
生
虫
に
（
自
身
を
）

さ
ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
透
明
で
濾
過

さ
れ
た
水
を
飲
む
こ
と
。
第
二
に
、
透
明
で
濾
過
さ
れ
た
水

で
洗
っ
て
か
ら
で
な
い
限
り
、
果
物
や
野
菜
を
食
べ
な
い
こ

と
。
第
三
に
、
完
全
に
焼
け
て
い
な
い
限
り
、
肉
を
食
べ
な

い
こ
と
。
第
四
に
、
台
所
を
き
れ
い
に
保
ち
、
手
は
汚
い
場

所
に
置
か
な
い
こ
と
。
第
五
に
、
透
明
で
濾
過
さ
れ
た
水
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
沸
か
し
て
か
ら
で
な
い

限
り
、
使
わ
な
い
こ
と
。
第
六
に
、
ナ
イ
ル
川
で
沐
浴
す
る

者
は
、
そ
れ
を
誇
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
助
言
に
従

っ
た
者
は
全
員
、
こ
の
寄
生
虫
の
被
害
が
な
い
だ
ろ
う 

［R
aw
ḍa 1877: no. 2: 7-8

］（
（4
（

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
影
響
を
受
け
、
当
時
、
空
気
の
汚
染
（
瘴

気
）
が
病
気
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
特
定
の
衛
生
条

件
と
気
候
が
、
感
染
症
の
流
行
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
た 

［
ミ
ッ
チ
ェ
ル 2014: 98; K

uhnke 1990: 98

］。
そ
の
た
め
、
不

衛
生
な
場
所
の
排
除
や
、
公
衆
衛
生
の
向
上
が
、
伝
染
病
か
ら
身

を
守
る
手
段
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た 

［
ミ
ッ
チ
ェ
ル 2014: 98

］。

当
時
、
マ
ラ
リ
ア
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
以
外
に
も
、
住
血
吸

虫
症
や
鉤
虫
感
染
症
な
ど
の
寄
生
虫
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

た
た
め
［D

err 2019: 105

］、
公
衆
衛
生
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

四
四
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『
学
校
の
庭
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
「
啓
蒙
」
に
分
類
さ
れ
た
記
事
の
考
察
か
ら
、『
学
校

の
庭
』
で
は
、
学
校
教
育
に
含
ま
れ
な
い
分
野
の
知
識
も
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
啓
蒙
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ

た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
一
九
世
紀
末
に
エ
ジ
プ
ト
政
府
が
発
行
し
た
教
育
雑
誌

『
学
校
の
庭
』
に
照
準
を
定
め
、
主
に
担
い
手
（
編
集
者
や
寄
稿

者
）
を
中
心
に
読
者
を
含
め
た
同
誌
を
支
え
た
人
々
の
属
性
を
提

示
し
た
ほ
か
、
掲
載
記
事
を
主
題
別
に
分
類
し
、
数
量
的
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
誌
面
の
特
徴
を
分
析
・
解
明
し
た
。
そ
の
結

果
、
担
い
手
、
と
く
に
寄
稿
者
と
読
者
に
学
校
関
係
者
が
多
数
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
、
編
集
者
・
寄
稿
者
双
方
に
お
け
る
タ
フ
タ
ー

ウ
ィ
ー
の
影
響
力
の
大
き
さ
な
ど
を
確
認
し
た
。
誌
面
の
特
徴
と

し
て
は
、
刊
行
時
期
を
通
じ
、
数
学
、
歴
史
、
文
学
な
ど
、
公
教

育
の
実
施
に
伴
い
導
入
さ
れ
た
「
新
し
い
」
教
科
に
多
く
の
紙
幅

が
割
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
特
徴
は
教

員
・
学
生
双
方
に
対
し
そ
の
重
要
性
を
周
知
し
、
公
教
育
を
補
完

す
る
役
割
が
同
誌
に
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ
れ

五
四

に
加
え
て
、
公
教
育
の
内
容
と
は
直
接
に
は
関
係
が
無
い
主
題
が

掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
同
誌
に
は
学
校
外
の
社
会
に
対
す

る
啓
発
や
啓
蒙
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

た
だ
し
、
近
代
エ
ジ
プ
ト
の
知
識
人
や
、
出
版
と
教
育
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
さ
れ
る
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、『
学
校
の
庭
』
な
ど
の
教
育
雑
誌
が
、
近
代
ア
ラ
ブ
の
出
版

物
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
、
出
版
物
が
ど
の

よ
う
な
学
問
や
知
識
を
扱
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
も
、
他
の
出

版
物
の
事
例
と
合
わ
せ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註（１
）　

工
学
校
を
経
て
一
八
四
四
年
に
派
遣
留
学
生
と
し
て
渡
仏
し
、

五
年
間
を
過
ご
す
。
帰
国
後
は
工
学
校
の
校
長
を
務
め
た
。
総
督

サ
イ
ー
ドSaʻīd

（
在
位
一
八
五
四
～
一
八
六
三
）
に
冷
遇
さ
れ
る

も
の
の
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
時
代
に
復
権
し
、
一
八
六
八
年
に

は
教
育
、
公
共
事
業
、
鉄
道
通
信
、
ワ
ク
フ
の
大
臣
職
を
兼
任
し

た
［Ḥ asan and D

usūqī 1975: 329; H
eyw

orth-D
unne 1939: 

253, 347; H
unter 1999: 126, 129; K

enny 1967: 36, 38, 44

］。

（
２
）　

ク
ッ
タ
ー
ブ
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
暗
唱
と
読
み
書
き
を
教
え
る



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

四
八　
（
八
四

場
だ
っ
た ［H

eyw
orth-D

unne 1939: 361

］。

（
３
）　

カ
イ
ロ
に
あ
る
モ
ス
ク
、
ウ
ラ
マ
ー
組
織
、
大
学
、
中
・
高
校
、

法
学
委
員
会
な
ど
を
包
括
す
る
学
術
・
教
育
機
構
。
九
七
〇
年
に

フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
中
央
モ
ス
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
、
九
七
八
年

か
ら
教
育
も
開
始
さ
れ
た
。
当
初
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
の
学
院

で
あ
っ
た
が
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
時
代
か
ら
ス
ン
ナ
派
の
学
院
と
し

て
発
展
し
た
。
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
に
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
お
よ

び
ア
ラ
ビ
ア
語
学
の
拠
点
と
し
て
ウ
ラ
マ
ー
の
育
成
を
続
け
た 

［
小
杉 2002

］。

（
４
）　

ア
ズ
ハ
ル
学
院
に
お
け
る
学
修
を
終
え
た
後
、
イ
マ
ー
ム
（
導

師
）
と
し
て
留
学
生
団
に
加
わ
り
一
八
二
六
年
に
渡
仏
し
、
五
年

間
を
過
ご
し
た
。
帰
国
後
は
外
国
語
学
校
（M

adrasat al-
A

lsun

）
の
校
長
、
翻
訳
局
長
、
官
報
『
埃
及
諸
事
』al-W

aqāʼiʻ 
al-M

i ṣrīya

編
集
長
な
ど
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
総
督
ア
ッ
バ
ー

ス
・
ヒ
ル
ミ
ー
一
世ʻA

bbās Ḥ ilm
ī al-A

w
w

al

（
在
位
一
八
四

九
～
一
八
五
四
）
に
冷
遇
さ
れ
る
も
の
の
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の

時
代
に
本
格
的
に
復
権
し
、
翻
訳
局
長
を
再
び
務
め
た
。［Gold-

schm
idt 2000: 205; Ḥ asan and D

usūqī 1975: 324, 328; H
ey-

w
orth-D

unne 1939: 265-267

］

（
５
）　

そ
の
他
、
主
な
転
載
元
は
以
下
の
通
り
。
新
聞
『
ジ
ャ
ワ
ー
イ

ブ
（
返
答
）』al-Jaw

āʼib

（
一
八
六
一
～
一
八
八
四
。
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
）、
新
聞
『
ジ
ナ
ー
ン
（
楽
園
）』al-Jinān

（
一
八
七
〇
～
一

八
八
六
。
ベ
イ
ル
ー
ト
）、
雑
誌
『
ム
ク
タ
タ
フ
（
選
集
）』al-

M
uqta ṭaf

（
一
八
七
六
～
一
九
五
二
。
ベ
イ
ル
ー
ト
お
よ
び
カ
イ

ロ
）［A

yalon 1995: 14-15; Ḥ asan and D
usūqī 1975: 345; 

H
ourani 1983: 98, 245-246; Livingston 2018: 94-95

］。

（
６
）　Ḥ asan and D

usūqī 

［1975: 89

］
に
よ
れ
ば
、
月
給
一
五
〇

ク
ル
シ
ュ
以
上
の
学
校
局
、
学
校
、
国
立
図
書
館
の
職
員
全
員
に

『
学
校
の
庭
』
の
購
読
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
７
）　

無
償
配
布
の
対
象
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
の
間
に
見
解
の
相
違

が
あ
り
、Ḥ asan and D

usūqī

［1975: 88-89

］
は
無
償
配
布
の

対
象
は
予
科
学
校
の
成
績
上
位
者
三
人
に
限
ら
れ
た
と
す
る
の
に

対
し
、Livingston

［2018: 64

］
は
予
科
学
校
の
学
生
全
員
が
無

償
配
布
の
対
象
で
あ
っ
た
と
す
る
。
他
方
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
［2014: 

134

］
は
官
立
学
校
の
全
学
生
に
無
償
配
布
さ
れ
た
と
す
る
。

（
８
）　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
が
学
校
省
に
併
設
し
、
一
八
七
〇
年
に

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
が
独
立
し
た
機
関
と
し
て
再
興
し
た
国
立
図
書

館
（al-K

utubkhāna al-K
hidīw

īya

やal-M
aktaba al-K

h-
idīw

īya

、al-M
aktaba al-A

hlīya

な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
多

く
の
学
校
が
集
中
し
て
い
た
カ
イ
ロ
の
ダ
ル
ブ
・
ジ
ャ
マ
ー
ミ
ー

ズ
地
区
に
位
置
し
て
お
り
、
政
府
の
出
版
物
を
収
蔵
し
て
い
た

［A
yalon 2010 : 77

］。
ま
た
、Y

ousef 

［2016: 45

］
は
、
非
識

字
者
が
印
刷
物
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、

実
際
に
出
版
物
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
読
み
上
げ
や
貸
し
出
し
の

サ
ー
ビ
ス
が
発
展
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
９
）　

ア
リ
ー
・
フ
ァ
フ
ミ
ー
は
、
一
八
四
四
年
に
政
府
派
遣
留
学
生

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
帰
国
後
は
行
政
・
外
国
語
学
校

（M
adrasat al-Idāra w

a al-A
lsun

）
の
教
師
、
ダ
ー
ル
・
ア

ル
＝
ウ
ル
ー
ム
の
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
学
校
の
庭
』
廃
刊
後

の
一
八
八
二
年
に
は
公
教
育
省
（D

īw
ān al-M

aʻārif al-
ʻU

m
ūm

īya

）
の
次
官
（w

akīl

）
に
就
任
し
た
［Ḥ asan and 

D
usūqī 1975: 337; Livingston 2018: 65; Ṭ ūsūn 1934: 311-



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

四
九　
（
九
四

312

］。

（
10
）　

ブ
ル
ー
ク
シ
ュ
は
ド
イ
ツ
出
身
の
エ
ジ
プ
ト
学
者
で
あ
り
、
ム

バ
ー
ラ
ク
が
一
八
六
九
年
に
開
設
し
た
古
代
語
学
校
（M

adrasat 
al-Lisān al-Q

adīm

）
の
初
代
校
長
に
就
任
し
、
ド
イ
ツ
語
と
古

代
エ
ジ
プ
ト
語
を
教
授
し
た
［Ḥ asan and D

usūqī 1975: 364; 
H

eyw
orth-D

unne 1939: 354; Reid 2002: 116-118

］。

（
11
）　

フ
ァ
ラ
キ
ー
は
、
工
学
校
（M

adrasat al-M
uhandiskhāna

）

と
天
文
台
（Raṣ dakhāna

）
に
学
ん
だ
後
、
パ
リ
に
留
学
し
、
帰

国
後
は
工
学
校
の
教
師
と
な
っ
た 

［Goldschm
idt 2000: 52; 

Ḥ asan and D
usūqī 1975: 404; Rāfiʻī 1948: 274

］。
ブ
ー
ラ
ー

ク
に
置
か
れ
て
い
た
天
文
台
と
フ
ァ
ラ
キ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は

［Stolz 2018: 85-86

］
も
参
照
の
こ
と
。
彼
の
他
に
ナ
ダ
ー
が
フ

ラ
ン
ス
に
、
バ
ド
ル
が
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た 

［Ḥ asan and 
D

usūqī 1975: 386, 388-389; Rāfiʻī 1948: 280-281

］。

（
12
）　

四
名
に
近
代
学
校
に
在
籍
し
た
経
歴
を
確
認
で
き
る
。
フ
ァ
ラ

キ
ー
は
工
学
校
と
天
文
台
に
在
籍
、
カ
ド
リ
ー
は
タ
フ
タ
ー
ウ

ィ
ー
が
校
長
を
務
め
た
外
国
語
学
校
卒
、
バ
ド
ル
、
ナ
ダ
ー
の
両

名
は
医
学
校
（M

adrasat al-Ṭ ibb

）
卒
で
あ
っ
た
。
医
学
校
は
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
が
一
八
二
七
年
に
ア
ブ
ー
・
ザ
ア
バ
ル
病

院
に
付
設
し
た
後
、
一
八
三
六
年
に
カ
ス
ル
・
ア
イ
ニ
（Q

aṣ r al-
ʻA

yni

）
に
移
転
し
た
［H

eyw
orth-D

unne 1939: 117-118, 
125

］。

（
13
）　

フ
ィ
ク
リ
ー
は
、
ア
ズ
ハ
ル
学
院
に
学
ん
だ
後
、
国
立
図
書
館

や
教
育
省
（N

iẓ ārat al-M
aʻārif

）
の
次
官
と
大
臣
を
歴
任
し
た

［Ḥ asan and D
usūqī 1975: 334; Rāfiʻī 1948: 263

］。

（
14
）　

カ
ド
リ
ー
は
、
外
国
語
学
校
を
卒
業
後
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
翻

訳
事
業
を
補
佐
す
る
か
た
わ
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

法
に
関
す
る
知
見
を
深
め
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
翻
訳
に
参
加

し
た
ほ
か
、
法
相
や
教
育
相
を
歴
任
し
た
［Goldschm

idt 2000: 
159

］。

（
15
）　

マ
ド
ゥ
ー
フ
は
予
科
学
校
（M

adrasa al-T
ajhīzīya

）
や
計

量
・
会
計
学
校
（M

adrasat al-M
isāḥ a w

a al-M
uḥ āsaba

）
の

ア
ラ
ビ
ア
語
教
師
で
あ
り
、
笑
い
話
や
謎
々
に
関
す
る
記
事
を
執

筆
し
た
［Ḥ asan and D

usūqī 1975: 366

］。
バ
ド
ル
は
イ
ギ
リ

ス
留
学
後
に
医
学
校
の
教
師
と
な
っ
た
［Ḥ asan and D

usūqī 
1975: 386; Rāfiʻī 1948: 280-281

］。
ナ
ダ
ー
は
留
学
先
の
フ
ラ

ン
ス
か
ら
帰
国
後
に
医
学
校
や
工
学
校
、
農
学
校
（M

adrasat 
al-Zirāʻa

）
の
教
師
と
な
っ
た
［Ḥ asan and D

usūqī 1975: 388-
389

］。

（
16
）　

こ
の
連
続
講
義
に
は
、
後
に
『
学
校
の
庭
』
編
集
者
と
な
る
ブ

ル
ー
ク
シ
ュ
、
フ
ァ
ラ
キ
ー
に
加
え
、
ナ
ダ
ー
が
登
壇
し
た
。

（
17
）　

例
え
ば
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
『
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
の
住
民
の

伝
記 

（sīra

）
の
要
約
』
の
連
載
が
三
年
次
（
一
八
七
二
年
）
か
ら

四
四
号
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、『
男
女
の
子
供
の
た
め
の
誠

実
な
案
内
書
』
の
連
載
は
五
年
次
（
一
八
七
四
年
）
か
ら
二
六
号

に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ラ
キ
ー
は
、
三
年
次
（
一

八
七
二
年
）
か
ら
三
一
号
に
わ
た
っ
て
天
気
の
観
測
に
関
し
て
記

事
を
掲
載
し
た
。

（
18
）　
『
学
校
の
庭
』
の
執
筆
者
に
は
、
学
校
局
や
ワ
ク
フ
局 D

īw
ān 

al-A
w

qāf

、
公
共
事
業
局D

īw
ān al-A

shghāl al-ʻU
m

ūm
īya

、

特
別
局D

īw
ān al-K

hāṣṣ a al-K
hidīw

īya

な
ど
の
官
僚
（
補
佐

官m
uʻāw

in
、
書
記kātib

、
顧
問m

ustashār

）、
学
校
長
（nāẓ ir

）



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

五
〇　
（
〇
五

や
学
校
長
代
理
（w

akīl

）
な
ど
の
学
校
関
係
者
が
い
る
。
例
え
ば
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
ミ
ー
ダM

uḥ am
m

ad Ḥ am
īda

は
ワ
ク
フ
部

門
の
管
理
者
（raʼīs Idārat al-A

w
qāf

）
で
、
謎
々
、
数
学
、
イ

ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
短
い
記
事
を
五
つ
寄
稿
し
た
［R

aw
ḍa 1870: 

no. 7: 22, 1870: no. 10: 18-19, 1870: no. 11: 21

］。
ま
た
、
ヤ

ア
ク
ー
ブ
・
サ
ブ
リ
ーY

aʻqūb Ṣ abrī

は
、
行
政
・
外
国
語
学
校

の
校
長
代
理
（w

akīl

）
で
、
農
業
や
数
学
、
生
物
に
関
す
る
記
事

を
三
つ
寄
稿
し
た
［R

aw
ḍa 1870: no. 11: 13-21, 1870: no. 12: 

3-9

］。
両
者
と
も
、『
学
校
の
庭
』
の
出
版
時
期
の
間
に
所
属
・
職

位
が
変
化
し
て
お
り
、
ハ
ミ
ー
ダ
は
ワ
ク
フ
局
の
第
二
書
記

（kātib thānī

）［R
aw
ḍa 1871: no. 2: 14, 1871: no. 4: 20

］、
サ

ブ
リ
ー
は
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
の
教
員
［R

aw
ḍa 1874: 

no. 15: 15-16

］
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）　

宗
教
教
育
出
身
の
執
筆
者
の
な
か
に
は
、
執
筆
し
た
唯
一
の
記

事
が
非
常
に
長
文
で
あ
る
た
め
に
『
学
校
の
庭
』
に
お
け
る
存
在

感
を
高
め
た
者
が
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ズ
ハ
ル
学
院
で
学
ん
だ
後
、

ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
で
教
師
を
務
め
た
フ
サ
イ
ン
・
マ
ル

サ
フ
ィ
ーḤ usayn al-M

arṣ afī 

（1815-1890

）
の
場
合
、
彼
が

『
学
校
の
庭
』
に
寄
稿
し
た
唯
一
の
記
事
「
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ

ル
ー
ム
に
お
け
る
文
学
の
授
業
の
要
約
」
は
八
九
号
に
わ
た
り
掲

載
さ
れ
た
。
マ
ル
サ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
［Goldschm

idt 2000: 
125; Rāfiʻī 1948: 258

］
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）　

五
点
以
上
の
記
事
を
寄
稿
し
た
執
筆
者
は
他
に
も
複
数
人
存
在

す
る
が
、
各
記
事
が
短
く
連
載
で
は
な
い
場
合
は
、
誌
面
全
体
に

お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
「
常
連

執
筆
者
」
に
含
め
て
い
な
い
。

（
21
）　

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
イ
イ
ド
は
、
カ
イ
ロ
出
身
の
コ
プ
ト
教
徒
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
ア
メ
リ
カ
ン
学
校
と
コ
プ
ト
学
校
で
学
ん
だ
後
、

ア
ズ
ハ
ル
学
院
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ぶ
。
一
八
七
七
年
に
は 

新
聞

『
祖
国
』al-W

a ṭan

を
創
刊
し
た
。
ハ
イ
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ズ
ィ

リ
ク
リ
ー
の
人
名
辞
典
に
よ
る
と
、
一
八
六
〇
年
に
カ
イ
ロ
に
生

ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
学
校
の
庭
』
創
刊
年
か
ら
執
筆
者
と

し
て
登
場
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
情
報
は
間
違
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
学
校
の
庭
』
で
は
ア
メ
リ
カ

ン
学
校
の
英
語
の
教
師
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
啓
蒙
や
歴
史
な
ど
に

関
す
る
記
事
五
点
を
寄
稿
し
て
い
る
［Ḥ asan and D

usūqī 
1975: 380-381; Ziriklī 1989: vol. 7, 337

］。

（
22
）　

ア
ブ
ー
・
ス
ウ
ー
ド
は
、
翻
訳
家
兼
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
幼
少

時
よ
り
翻
訳
に
関
心
を
示
し
、
外
国
語
学
校
に
進
学
後
は
ア
ラ
ビ

ア
語
に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ
リ
ア
語
を
学
ん
だ
。
ダ
ー

ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
の
教
師
と
な
り
、
歴
史
を
教
え
た
。『
学
校

の
庭
』
に
は
主
に
啓
蒙
に
関
す
る
記
事
を
五
点
寄
稿
し
た
ほ
か
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
記
事
の
翻
訳
を
担
当
し
た
［Ḥ asan and 

D
usūqī 1975: 345; Rāfiʻī 1948: 259

］。
な
お
、
創
刊
号
か
ら
翌

一
八
七
一
年
第
三
号
の
『
学
校
の
庭
』
は
、
彼
が
発
行
す
る
新
聞

『
ナ
イ
ル
河
谷
』
の
印
刷
所
を
版
元
と
し
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル

［2014: 134

］
に
よ
れ
ば
、
彼
は
当
時
学
校
局
の
職
員
で
あ
り
、

『
ナ
イ
ル
河
谷
』
の
発
行
費
用
が
官
費
に
よ
り
賄
わ
れ
る
な
ど
政
府

と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
23
）　

マ
ジ
ュ
デ
ィ
ー
は
、
カ
イ
ロ
近
郊
ギ
ザ
出
身
の
翻
訳
家
。
外
国

語
学
校
に
進
学
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
卒
業

後
は
軍
学
校
の
翻
訳
家
、
工
学
校
の
語
学
教
師
兼
翻
訳
家
な
ど
を



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

五
一　
（
一
五

務
め
た
ほ
か
、
翻
訳
局
に
勤
務
し
、
数
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
籍

を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
た
。『
学
校
の
庭
』
に
賛
辞
や
文
学
関
連

の
記
事
を
計
一
七
点
寄
稿
し
た
［Goldschm

idt 2000: 119, 199; 
Rāfiʻī 1948: 266-267

］。
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
伝
記
を
著
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
［N

ew
m

an 2004: 45

］。

（
24
）　

マ
ン
ス
ー
ル
・
ア
フ
マ
ド
の
詳
細
な
経
歴
は
不
明
だ
が
、
寄
稿

時
は
工
学
校
の
化
学
教
員
を
務
め
て
い
た
。
化
学
、
健
康
な
ど
の

公
衆
衛
生
、
生
活
に
関
す
る
一
三
点
の
記
事
を
寄
稿
し
た

［Ḥ asan and D
usūqī 1975: 361; Rāfiʻī 1948: 282

］。
一
八
七

一
年
の
ダ
ル
ブ
・
ジ
ャ
マ
ー
ミ
ー
ズ
に
お
け
る
連
続
講
義
に
登
壇

し
、
自
然
科
学
を
講
じ
た
。

（
25
）　

実
際
に
、
学
生
の
記
事
は
短
い
が
多
く
あ
り
、
全
体
で
七
五
も

の
学
生
に
よ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
年
次
（
一
八
七
一

年
）
に
二
一
記
事
と
最
も
多
く
、
そ
の
後
三
～
四
年
次
（
一
八
七

二
～
一
八
七
三
年
）
は
一
年
あ
た
り
五
記
事
程
度
に
減
少
す
る
が
、

五
～
六
年
次
（
一
八
七
四
～
一
八
七
五
年
）
に
は
再
び
増
加
し
一

年
あ
た
り
一
〇
記
事
以
上
と
な
っ
た
。
七
年
次
（
一
八
七
六
～
一

八
七
六
年
）
以
降
は
、
全
体
の
記
事
数
と
連
動
し
て
減
少
し
た
。

（
26
）　

創
刊
号
に
「
優
秀
な
学
生
た
ち
（m

utaqaddim
īn m

in 
talām

idha al-m
adāris

）
も
、
広
め
る
べ
き
も
の
や
、
書
く
の
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
差
し
込
む
だ
ろ
う
」
と
い
う
記
述
が
あ
る

［R
aw
ḍa 1870: no. 1: 7

］。

（
27
）　

タ
ー
ド
ロ
ス
・
ワ
フ
ビ
ー
は
、
カ
イ
ロ
出
身
の
コ
プ
ト
教
徒
。

ア
ル
メ
ニ
ア
学
校
と
コ
プ
ト
学
校
に
学
び
、
英
仏
伊
語
と
ア
ル
メ

ニ
ア
語
を
学
ん
だ
ほ
か
、
ア
ズ
ハ
ル
学
院
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
と

ア
ラ
ビ
ア
語
学
の
授
業
に
参
加
し
た
。
卒
業
後
は
翻
訳
者
と
な
り
、

コ
プ
ト
大
学
校
（M

adrasat al-A
qbāt al-K

ubrā

）
の
校
長
を

務
め
た
［Ziriklī 1989: vol. 2, 82

］。『
学
校
の
庭
』
で
は
、
翻
訳

者
や
英
仏
ア
ラ
ビ
ア
語
の
教
員
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
外
国
の
歴
史

や
神
話
に
関
す
る
記
事
を
中
心
に
多
岐
に
わ
た
る
記
事
を
翻
訳
・

執
筆
し
、
一
一
点
の
記
事
を
寄
稿
し
た
。

（
28
）　

本
稿
で
は
、
記
事
が
一
頁
に
満
た
な
く
て
も
、
一
〇
行
以
上
だ

っ
た
場
合
、
誌
面
の
多
く
を
占
め
て
い
る
た
め
、
一
頁
と
し
て
換

算
し
て
い
る
。

（
29
）　

記
事
の
紹
介
文
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。「
こ
の

難
解
な
謎
々
は
、
ア
ズ
ハ
ル
の
教
養
人
で
あ
る
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ス

タ
フ
ァ
・
ジ
ャ
イ
ブ
か
ら
、
私
た
ち
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」

［R
aw
ḍa 1871: no. 13: 15

］。「『
学
校
の
庭
』
の
編
集
部
に
、
優

れ
た
青
年
で
知
性
的
な
教
育
者
、
ア
メ
リ
カ
ン
学
校
の
英
語
の
教

師
で
あ
る
ミ
ー
ハ
ー
イ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
サ
イ
イ
ド
・
エ
フ
ェ

ン
デ
ィ
ー
か
ら
、
英
語
の
い
く
つ
か
の
本
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
訳
し

た
選
集
の
、
知
識
の
歴
史
に
関
す
る
序
文
が
届
い
た
。」［R

aw
ḍa 

1870: no. 20: 15

］。

（
30
）　
『
学
校
の
庭
』
の
一
部
の
巻
に
お
い
て
、
連
載
は
約
半
数
を
占

め
て
い
る
。
例
え
ば
、
六
年
次
（
一
八
七
五
年
）
に
は
、
一
五
七

記
事
中
八
五
記
事
が
連
載
記
事
、
七
年
次
に
は
、
一
二
三
記
事
中

六
九
記
事
が
連
載
記
事
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
は

八
九
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
フ
サ
イ
ン
・
マ
ル
サ
フ
ィ
ー
の

文
学
の
記
事
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
記
事
が
長
く
連
載
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
社
会
は
、
タ
ー
ド
ロ
ス
・
ワ
フ
ビ
ー
の
ト
リ

ノ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
歴
史
の
記
事
に
代
表
さ
れ
る
。
彼
の
ト
リ

ノ
に
関
す
る
記
事
は
一
七
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
啓



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
号

）

五
二　
（
二
五

蒙
も
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
『
男
女
の
子
供
の
た
め
の
誠
実
な
案

内
書
』（
二
六
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
）
や
、
ミ
ー
ハ
ー
イ
ー
ル
・
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
サ
イ
イ
ド
の
知
識
に
関
す
る
記
事
（
一
二
号
に
わ
た
っ

て
掲
載
）
な
ど
の
「
教
育
・
知
識
」
の
記
事
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
連
載
記
事
が
多
か
っ
た
。

（
31
）　Y

ousef
［2008: 113

］
は
、
宗
教
関
連
の
記
事
が
多
い
と
は

明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
学
校
の
庭
』
全
体
を
通
し
て
、
知
識

の
伝
統
性
が
特
徴
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
宗
教

関
連
の
知
識
が
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
点
や
、
記
事
の
形

式
が
伝
統
的
な
形
式
を
と
っ
て
い
た
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

彼
女
は
主
題
別
に
記
事
を
分
類
し
た
図
を
作
成
し
て
い
る
が
、
全

て
の
記
事
を
含
め
て
い
る
の
は
一
年
次
と
八
年
次
の
み
で
、
そ
れ

以
外
の
年
次
で
は
過
半
の
記
事
を
除
外
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

一
年
次
と
八
年
次
の
特
徴
が
図
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
が
分

析
に
用
い
た
記
事
は
、
一
年
次
か
ら
二
九
記
事
、
二
年
次
か
ら
八

記
事
、
三
年
次
か
ら
〇
記
事
、
四
年
次
か
ら
四
記
事
、
五
年
次
か

ら
〇
記
事
、
六
年
次
か
ら
三
記
事
、
七
年
次
か
ら
一
記
事
、
八
年

次
か
ら
六
記
事
で
あ
る
た
め
、
偏
り
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

Y
ousef

［2008: 114

］
の
分
類
は
、
大
分
類
と
小
分
類
が
な
い

が
、
近
似
し
た
分
類
を
使
用
し
て
い
る
。
彼
女
の
分
類
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
自
然
科
学
、
歴
史
、
言
語
、
文
学
、
教
育
、

謎
々
・
諧
謔
、
数
学
・
工
学
、
宗
教
、
告
知
、
健
康
、
詩
、
医
学
、

文
化
、
地
理
学
、
哲
学
、
音
楽
、
報
道
。

（
32
）　

時
候
挨
拶
は
、
イ
ー
ド
や
年
始
な
ど
の
季
節
行
事
に
際
し
て
編

集
部
や
学
生
代
表
が
執
筆
し
た
記
事
で
あ
り
、
賛
辞
は
、
学
校
設

立
や
学
校
で
の
試
験
に
際
し
て
教
育
を
導
入
し
た
副
王
イ
ス
マ
ー

イ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
家
の
功
績
を
賞

賛
す
る
も
の
で
、
し
ば
し
ば
詩
で
あ
る
。
例
え
ば
、
年
始
の
挨
拶

は
以
下
の
よ
う
な
文
章
の
後
に
、
詩
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。「
新
年

の
始
ま
り
に
際
し
て
、
副
王
殿
下
を
祝
福
し
ま
す
。
今
年
は
、

日
々
の
出
版
物
に
お
い
て
、
副
王
一
族
の
も
と
に
整
備
さ
れ
た
充

実
し
た
制
度
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
幸
せ
で
幸
運
な
人
に
対
す
る

勅
令
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」［R

aw
ḍa 1875: no. 1: 

12

］。

（
33
）　

末
期
に
掲
載
量
が
増
え
る
自
然
科
学
に
分
類
さ
れ
、
掲
載
点
数

と
頁
数
の
多
い
化
学
、
天
文
学
は
、
編
集
部
や
「
常
連
執
筆
者
」

に
専
門
家
が
い
た
こ
と
が
比
較
的
掲
載
量
が
多
い
一
因
と
考
え
ら

れ
る
。「
常
連
執
筆
者
」
の
マ
ン
ス
ー
ル
・
ア
フ
マ
ド
は
前
者
の
、

編
集
部
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
フ
ァ
ラ
キ
ー
は

後
者
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。

（
34
）　
「
学
校
局
報
告
書
」
や
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」、「
政
治
経
済
」、「
報

道
」
は
、『
学
校
の
庭
』
で
そ
の
よ
う
な
言
葉
で
分
類
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、「
統
計
結
果
」
や
「
試
験
の
様
子
」、「
講
演
の

様
子
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
学
校
局
に
よ
る
記
事
を
「
学
校
局
報

告
書
」、
ス
ン
ナ
派
や
ビ
ド
ア
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
制
度
に
関
す

る
記
事
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」、
ア
ラ
ブ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
に
関

す
る
記
事
や
貿
易
に
関
す
る
記
事
を
「
政
治
経
済
」、
他
の
新
聞
か

ら
転
載
さ
れ
た
世
界
情
勢
の
記
事
を
「
報
道
」
と
し
た
。

（
35
）　Brugm

an

［1984: 324

］
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
〇
、
一
八
七

一
年
当
時
の
ア
ズ
ハ
ル
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る
一
一
の
教

科
の
中
に
文
学
に
関
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。Sham

sy

［2020: 
153

］
は
、
ア
ズ
ハ
ル
学
院
が
文
学
を
教
科
に
含
め
る
に
あ
た
り
、



雑
誌
『
学
校
の
庭
』（
一
八
七
〇
～
一
八
七
七
）
か
ら
見
た
近
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
教
育
と
学
知

）

五
三　
（
三
五

一
八
八
八
年
に
国
外
追
放
処
分
を
解
か
れ
帰
国
し
、
大
ム
フ
テ

ィ
ー
に
就
任
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
フM

uḥ am
m

ad 
ʻA

bduh

（
一
八
四
九
～
一
九
〇
五
）
の
尽
力
を
重
視
す
べ
き
と
指

摘
す
る
。
さ
ら
に
ア
ブ
ド
ゥ
フ
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
歴
史
（
イ

ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
『
歴
史
序
説
』）
を
採
用
す
る
よ
う
ア
ズ

ハ
ル
学
院
に
働
き
か
け
た
も
の
の
、
当
時
の
ア
ズ
ハ
ル
総
長
に
よ

り
拒
絶
さ
れ
た
［Sham

sy 2020: 150

］。
ま
た
、K

alm
bach

［2020: 68-69
］
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
二
年
に
ア
ズ
ハ
ル
学
院
に

導
入
さ
れ
た
教
授
資
格
（
ア
ー
リ
ミ
ー
ヤʻālim

īya

）
認
定
試
験

の
対
象
科
目
に
数
学
や
歴
史
と
い
っ
た
教
科
は
含
ま
れ
ず
、
一
八

九
六
年
の
改
革
に
よ
り
よ
う
や
く
算
数
が
無
試
験
の
選
択
教
科
に

採
用
さ
れ
た
。
対
照
的
に
、
近
代
学
校
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
教
科

の
採
用
は
早
く
、
一
八
三
七
年
以
降
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
が
校
長
を

務
め
た
外
国
語
学
校
が
語
学
と
共
に
数
学
や
歴
史
を
教
科
に
含
め

た
［K

alm
bach 2020: 101

］。

（
36
）　
［K

alm
bach 2020: 195

］
に
よ
る
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
学
生

た
ち
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
に
際
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を

教
え
る
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
知
識
体
系
（
文
法
中
心
）
を
全
面

的
に
見
直
す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
文
学
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
ま
た
、［Sham

sy 2020: 153

］
に
よ
る

と
、
文
学
は
言
葉
と
意
味
を
結
び
つ
け
る
も
の
、
道
徳
の
衰
退
は

言
葉
と
意
味
の
分
離
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
象
と
考
え
ら

れ
て
い
た
た
め
、
文
学
が
倫
理
的
な
個
人
の
成
長
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

ア
ラ
ブ
文
学
が
「
新
し
い
」
教
科
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
歴
史
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
に
対
す
る
評
価
の
変
化
に
つ

い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
に
歴
史
と
い
う
文
脈
で
教
え

ら
れ
た
こ
と
や
、『
学
校
の
庭
』
で
扱
わ
れ
て
い
る
歴
史
の
記
事
の

半
数
程
度
が
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
関
す
る
記
事
が
占
め
て
い
る
。

［Reid 2002: 288-289

］
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
人
は
当
初
イ
ス

ラ
ー
ム
の
影
響
か
ら
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
好
印
象
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
再
考
す
る
な
か
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
的
な
要
素
を
含
む
エ
ジ

プ
ト
へ
の
愛
国
心
の
重
要
性
を
議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
37
）　

当
時
、
初
等
学
校
は
、
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
統
治
下
で
再
開
ま

た
は
設
立
さ
れ
、
各
県
の
中
心
都
市
に
置
か
れ
た
［H

ey-
w

orth-D
unne 1939: 346, 371

］。
予
科
学
校
は
カ
イ
ロ
と
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
両
都
市
に
一
校
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
た
［ʻA

bd al-
K

arīm
 1945: 397, 398, 414

］。
特
別
学
校
に
は
医
学
校
、
工
学

校
、
計
量
・
会
計
学
校
、
行
政
・
外
国
語
学
校
、
製
造
学
校
（M

a-
drasat al-ʻA

m
alīyāt

）、
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
学
校
、
絵
画
学
校
、

農
業
学
校
な
ど
が
あ
っ
た
［H

eyw
orth-D

unne 1939: 353-354; 
Rāfiʻī 1948: 202-205

］。

（
38
）　

予
科
学
校
に
お
け
る
歴
史
の
授
業
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
や
古

代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
史
に
重
点
が
置
か
れ
る
一
方
、
一
六
世
紀

以
降
の
歴
史
は
対
象
外
だ
っ
た
。
対
照
的
に
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ

ル
ー
ム
に
お
け
る
歴
史
の
授
業
は
、
近
世
史
と
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

史
の
比
重
が
高
か
っ
た
。
詳
し
く
は
［Crabbs 1984: 94; Reid 

2002: 148

］
を
参
照
の
こ
と
。

（
39
）　A

roian

［1979: 163

］
に
よ
れ
ば
、
初
等
教
育
の
教
員
養
成

を
目
的
と
し
た
同
校
だ
が
、
実
際
に
は
卒
業
生
は
あ
ら
ゆ
る
教
育



史
　
　
　
学
　
第
九
四
巻
　
第
一
・
二
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五
四　
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四
五

課
程
の
教
師
と
な
っ
た
。

（
40
）　

マ
ル
サ
フ
ィ
ー
の
連
載
記
事
は
ダ
ー
ル
・
ア
ル
＝
ウ
ル
ー
ム
に

お
け
る
論
理
学
と
文
学
に
関
す
る
講
義
録
で
あ
り
、
後
に
単
行
本

に
ま
と
め
ら
れ
刊
行
さ
れ
た
［K

alm
bach 2020: 111

］。
こ
の
こ

と
が
同
誌
に
お
い
て
文
学
関
連
記
事
が
増
え
た
直
接
の
理
由
で
あ

る
。

（
41
）　

文
学
以
外
の
分
野
に
お
け
る
フ
ィ
ク
リ
ー
の
事
績
に
つ
い
て
は

［Stolz 2018: 182-185

］
を
参
照
の
こ
と
。

（
42
）　

次
号
に
は
、
こ
の
謎
々
の
答
え
は
「
月
」（qam

ar

）
の
代
用

語
「
満
月
」（zaburqān
）
と
す
る
読
者
の
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
［R

aw
ḍa 1871: no. 14: 19-20

］。

（
43
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
聞
の
ア
ズ
ハ
ル
学
院
で
の
教
育
に
関
す
る

記
事
［R

aw
ḍa 1874: no. 6: 17-20

］、
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
『
ア
ジ

ア
』
の
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
に
関
す
る
記
事
な
ど
［R

aw
ḍa 1872: 

no. 15: 10

］、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
エ
ジ
プ
ト
の
教
育
や
制
度
に

関
す
る
記
事
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
イ
ル
ー
ト
で
教
育

雑
誌
『
ム
ク
タ
タ
フ
』
が
刊
行
さ
れ
た
際
に
は
、
月
に
関
す
る
記

事
の
一
部
を
転
載
し
た
［R

aw
ḍa 1876: no.13: 6-11

］。
外
国
の

定
期
刊
行
物
の
内
容
に
注
視
し
、
あ
る
程
度
影
響
を
受
け
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）　
『
学
校
の
庭
』
に
は
、
タ
フ
タ
ー
ウ
ィ
ー
の
弟
子
ム
ハ
ン
マ

ド
・
ウ
ス
マ
ー
ン
・
ジ
ャ
ラ
ー
ルM

uḥ am
m

ad ʻU
thm

ān Jalāl

（1829-1898

）
が
口
語
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
劇

作
家
モ
リ
エ
ー
ル
の
戯
曲
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
［Fahm

y 2011: 
44

］。

（
45
）　

さ
ら
に
、
他
の
可
能
性
が
指
摘
し
う
る
。Livingston

［2018: 

66

］
は
、
本
稿
が
物
語
（ḥ ikāyat

）
と
共
に
「
逸
話
」
に
分
類
し

た
笑
い
話
（nikāt/naw

ādir

）
が
『
学
校
の
庭
』
に
掲
載
さ
れ
た

理
由
を
、
学
生
の
学
習
意
欲
の
向
上
を
意
図
し
た
も
の
と
説
明
す

る
。

（
46
）　

例
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
過
去
の
世

代
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
無
知
（jahl

）
の
雲
の
闇
が
、

民
衆
の
理
性
（ʻaql

）
を
覆
い
、
彼
ら
の
心
を
不
明
瞭
に
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。」［R

aw
ḍa 1870: no. 20: 16

］。

（
47
）　

他
号
に
は
、
多
人
数
に
よ
る
会
食
の
さ
い
に
口
を
拭
う
た
め
の

手
巾
の
共
有
が
衛
生
面
に
与
え
る
危
険
性
を
訴
え
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
［R

aw
ḍa 1870: no. 8: 10

］。


